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一般財団法人エンジニアリング協会  

 

 

2022年のエンジニアリングシンポジウムはコロナ感染下で開催される３回目のシンポジ

ウムとなりました。 

かねてから要望の大きかった会場開催と同時並行でのウェビナーでの開催を初めて実

現することが出来、参加申込は５３社/４６９名と、昨年に比べて １７社/１００名の

増加となりました。 

また、３年ぶりに開催した交流会では、感染症対策のために飲食物のご提供が出来な

かったにも関わらず、会場参加者の８割の皆様にご参加いただき、多業種に亘るエンジ

ニアリング関係者が年に一度一堂に会して交流する貴重な機会となりました。 

シンポジウム全体の評価として、「非常に良かった」と「良かった」の評価を合わせ

て100％の方から肯定的な評価を頂くことができました。  

以下に2022年のエンジニアリングシンポジウムの概要を報告します。 

 

 

 

 

 

エンジニアリングシンポジウム 
２０２２ 

 

完 了 報 告 書 
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講演Ⅲ．塩野義製薬㈱ 手代木会長・ＣＥＯ 

講演Ⅱ．国際環境経済研究所 塩沢主席研究員 

会場全景 

概要写真 

講演Ⅰ．東京大学 北澤教授 
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午前の部；エンジニアリング功労者表彰プロジェクト 

エンジニアリング協会 山東 理事長挨拶 

司会の前野専務理事 

日揮グローバル㈱ 小澤様 ㈱Ｊバイオフードリサイクル 蔭山様 
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会場の日本教育会館外観 

開催当日の日本教育会館入り口 

日本教育会館１階に設置した 

受付（左） 

タブレット式の発熱チェック 

機を受付前に設置。 
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会場内では「ホール内は飲食禁止」、 

「会話は控えめに」等を前方の 

スクリーンとプラカードで 

呼び掛けた（左） 

感染対策等について 

感染症対策に万全を期すため、 

座席を一つ飛ばしの市松模様に使い、 

かつ全席指定席制とした。 

（左図；青色の席のみ使用） 

 

 

 

初めての試みとして、Zoom での 

ウェビナーを併催したところ、 

参加者数の過半を超える 251 名の 

申し込みがあった。（下、青色） 
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交流会 

コロナ禍で初めてとなる交流会を、日本教育会館９階の喜山俱楽部にて開催した。 

感染対策のため、料理や酒の提供は控えたが、会場参加者の８割を占める１７５名が参加し、 

講師や参加企業の間での交流を深めていただく事ができた。 

武田 実行委員長（ＩＨＩ常務執行役員） 

による開会挨拶（上） 

 

 

来賓の経済産業省 製造産業局  

国際プラント・インフラシステム・ 

水ビジネス推進室長の小川様による 

ご挨拶（左） 
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ＰＲパンフレットの３ページ目に、 

感染症対策の周知と来場者自身の 

発熱チェックを徹底していただく 

事などにつき記載した（右下） 

ＰＲパンフレット 
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１． はじめに 

42回目を迎えたエンジニアリングシンポジウムは会場とオンライン併用による初の試みとな

りましたが、経済産業省をはじめ多くの関係者のご支援とご協力を賜り、成功裏に終えること

ができました。まずはご尽力いただきました関係各位に感謝を申し上げたいと存じます。 

今年は「地球を守り未来を創るエンジニアリング」というテーマのもと、会場とオンライン

併用によるシンポジウム開催・久しぶりの懇親会開催など、この数年と異なる状況での開催で

した。このような制約下での開催結果を取り纏めることは今後のエンジニアリングシンポジウ

ムの運営において重要な提言となるとの認識に立ち，報告するものとなります。 

東京大学 生産技術研究所 北澤教授の講演では養殖業の環境影響評価に加えて、洋上風力の

環境アセス等のエンジニアリング産業におけるカーボンニュートラル社会の実現に向けたテー

マに触れていただきました。島国日本におけるエンジニアリング産業における海洋資源の可能

性を示唆いただけた講演でありました。 

国際環境経済研究所 塩沢主席研究員からは内閣府戦略的イノベーション創造プログラム

（SIP)にて，「エネルギーキャリア」での経験に裏打ちされたカーボンニュートラルの実現に

向けた水素、アンモニアに期待される役割に触れていただき、現在脱炭素社会に向けて取り組

んでいる参加者の皆様の一助となる興味深い解説をいただくことができました。 

塩野義製薬株式会社 代表取締役会長の手代木 功様には感染症リーディングカンパニーにな

るまでの軌跡を実体験に照らし合わせ講演いただきました。今一度エンジニアリング産業に携

わる一員としての心構えに立ち戻る機会となり，参加者にとっても印象深い講演になったと思

います。 

「エンジニアリング功労者賞」の受賞プロジェクトにつきましては、日本企業で初めてとな

る洋上 LNG プラント建設に携わられた日揮グローバル株式会社 小澤 智樹様（エネルギーソリ

ューションズ プロジェクトマネジメント本部 ジェネラルマネージャー）から「Petronas 

Floating LNG 2 プロジェクト」の取り組みを、Ｊバイオフードリサイクル株式会社 代表取締

役社長である蔭山 佳秀様から、食品リサイクル率の向上と環境にやさしいエネルギーの両立を

可能とする「食品リサイクル発電による SDGs 達成への貢献」について苦労談も交えてご紹介

いただきました。まさに地球を守り未来を創るエンジニアリングという今回のテーマに沿った

先進的な取り組みであり，エンジニアリングが貢献できる力を認識する機会となりました。 

いずれもタイムリーかつ示唆に富んだ話題であり、ご参加いただいた皆様におかれましても

大変有意義なものになったことと、確信しております。このように、「エンジニアリングシン

ポジウム２０２２」が盛大なシンポジウムになりましたのも、業界の皆様に加えシンポジウム

委員会・事務局をはじめとする関係各位のご協力・ご支援の賜物であり、ここに改めて厚く御

礼申し上げます。 

２０２２年１１月 

一般財団法人エンジニアリング協会 

エンジニアリングシンポジウム２０２２実行委員会委員長 

武田 孝治 
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２．事業内容 

 

２－１ 概要 

名   称  ： エンジニアリングシンポジウム２０２２ 

統一テーマ  ：  地球を守り未来を創るエンジニアリング  

会   期  ： ２０２２年１０月１９日（水） 

会   場  ： （一財）日本教育会館、一ツ橋ホール 

主   催  ： 一般財団法人 エンジニアリング協会 

後   援  ： 経済産業省 

 

２－２ 基本計画 

本年のシンポジウムの基本計画を以下のとおり設定した。 

 

 経緯と概要 

エンジニアリングシンポジウムは、多業種に亘るエンジニアリング関係者が、年に一度 

一堂に会して交流する大イベントであり、この機会にエンジニアリング業界を取り巻くさま

ざまな課題とその対応について学び、また「会員相互間の情報共有の場」として情報交換する

とともに、業界外に向けてエンジニアリング業界の存在意義等について「情報発信する場」と

しても活用するものである。 

コロナ禍の下での本シンポジウム開催も 2020 年以来 3 回目となり、参加者から要望の多か

ったウェビナーでの同時開催を初めて取り入れることとした。その結果、参加者数が、昨年よ

り 100 名の増加となった半面、過半数の 250 名余りがオンライン参加となり、会場での参加

者数は昨年に比べて減少した。会場開催については過去 2 年間の経験を踏まえ、席を一つ飛

びにして間隔を空けると共に、全席指定とする等、感染症対策に万全を期しての開催となっ

た。 

ウェビナー併催によって参加キャパシティーが大きく拡大し、学生参加者をオンラインに

限定して無償にて広く募集し、オンライン参加者に占める学生数は 1 割近くに達した。 

また、開催要望の多かった交流会につき、感染予防の見地から食事やアルコールの提供は

控えざるを得なかったものの、シンポジウム会場の上階にて 3年ぶりに開催する事ができた。

会場参加者の 8 割にのぼる方々が参加し、好評をいただいた。 

その他、プロジェクトマネジメントの資格保持者のための PDU、CPU の認定ポイント発給を

再開し、多くの参加者から申し込みをいただいた。 
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敬称略 

  

【午前の部】 一ツ橋ホール（３F） 

10:30 

(35 分) 

11:05 

 

（幕間） 

 

11:10 

(35 分) 

11:45 

【エンジニアリング功労者表彰プロジェクト】 

１．国際貢献； Petronas Floating LNG 2 プロジェクト 

日揮グローバル㈱ エネルギーソリューションズ  

プロジェクトマネジメント本部 ジェネラルマネージャー 小澤 智樹 

２．エンジニアリング振興 

食品リサイクル発電による SDGs 達成への貢献 

㈱Ｊバイオフードリサイクル 代表取締役社長 蔭山 佳秀 

（65 分） 昼休み 

【午後の部】 一ツ橋ホール（３F） 

12:50 【協会挨拶】 山東 理二 一般財団法人エンジニアリング協会 理事長 

13:00 

（75 分） 

14:15 

【講演Ⅰ】 

海洋空間の多面的な利用に向けて ～食料・エネルギー生産の展望～ 

東京大学 生産技術研究所 教授 北澤 大輔 

(15 分) 休憩 

14:30 

（75 分） 

15:45 

【講演Ⅱ】 

カーボンニュートラルの実現方策 ～水素、アンモニアの役割と今後の展開～ 

国際環境経済研究所主席研究員、 

元内閣府戦略的イノベーション創造プログラム(SIP) 

「エネルギーキャリア」サブ・プログラムディレクター 塩沢 文朗 

（15 分） 休憩 

16:00 

（75 分） 

17:15 

【講演Ⅲ】 

ヘルスケアの未来創造を目指す SHIONOGI の挑戦   

～感染症のリーディングカンパニーとして～ 

塩野義製薬㈱ 代表取締役会長兼社長 CEO 手代木 功 

 移動（9 階、喜山倶楽部へ） 

17:30 

(60 分) 

18:30 

交流会 
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２－４ コロナ対策 

コロナウィルス感染予防対策のために以下の対策を取った。 

① 会場開催と並行し、Zoom ウェビナーによる参加形態を選択できるようにした。 

② 会場内の密を避けるため、一ツ橋ホールの座席を一つ飛びで半数以下の人数に制限した他、

万一感染者が出た場合に濃厚接触者を特定できる様、全席指定席制とした。（図面Ｐ．４） 

③ ＰＲパンフレットに 1 ページ追加し、感染症対策の周知と来場者自身の発熱チェックを徹底

していただく事などにつき万全を期した。（Ｐ．６参照） 

④ 会館入口に来場者が自身の体温をチェックできるサーモグラフィーを設置した。（写真Ｐ．

３） 

⑤ 各講演前の休憩時間に、司会から新型コロナウィルス感染防止のためのお願いとして、会場

内でのマスク着用や、休憩時間においても不要な会話をお控えいただきたい事、会場内での

飲食は禁止、ホール内には飲み物などを持ち込まない事、感染防止のために指定された座席

から移動しない事などをアナウンスした。（Ｐ．４） 

⑥ 講師控え室での接茶はペットボトルと紙コップとした。 

⑦ 講演終了毎に講師演台、マイク等の消毒を徹底した。 

⑧ 質疑応答時のマイクにつき、質問者が変わるたびにマイクを都度消毒した。 

⑨ 講師と関係者との昼食会を開催しない事とした。 

⑩ 午後の講演前の休憩時間に例年実施していたコーヒーサービスを行わない事とした。 

⑪ 講演会後の交流会につき、料理や酒を提供しない事とした。 

 

※ シンポジウム終了後、参加者がコロナウィルスに感染したとの連絡や報告はありません。 
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３ 来場者アンケート集計結果 

全体で２１０名からの回答を得ることができた。主要な回答を以下にグラフで示す。 

 

1. 参加方法につき、アンケ

ートでは会場参加が 51%

だが、登録ベースではオ

ンラインが過半数を占め

た（P.4 グラフ参照） 

 

2. シンポジウム全体への評

価は「良かった」以上が

100%を占めた。 

 

3. 講演への満足度では午

後の講演Ⅲへの評価が

特に高かった。 

 

4. 年代別・男女別では、昨

年に比べて 40 代の回答

者が倍増し、女性も 5 割

の増加となった。 

 

5. オンラインを併催した事

は総じて好評であり、コロ

ナ終息後も継続を希望す

る声が寄せられた。 

 

以上 

会場参加 51%

オンライン参加

46%

学生 3%

１. 参加方法

非常に良かっ

た 61%良かった 39%

２．シンポジウム全体への評価
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